
 

決算特別委員会産業建設分科会 

Ｒ１． ９．１９（木）午前 10時 30 分 

                                                            ９．２０（金）午前 10時 00 分 

９．２４（火）午前 10時 00 分 

９．２６（木）午前 10時 00 分 

                                  場所：第２委員会室 

                                      事務事業評価：全員協議会室 
 

１ 開 議 

 

２ 事務局日程説明 

 

３ 付託議案審査（説明～質疑） 

（審査日程：別紙） 

  ※事務事業評価対象事業を除く。 
（１）第 16 号議案 平成３０年度亀岡市一般会計決算認定（所管分）           
（２）第 19 号議案 平成３０年度亀岡市地域下水道事業特別会計決算認定 

（３）第 22 号議案 平成３０年度亀岡市土地取得事業特別会計決算認定 

（４）第 24 号議案 平成３０年度亀岡市水道事業会計決算認定 

（５）第 25 号議案 平成３０年度亀岡市下水道事業会計決算認定 

（６）第 60 号議案 平成３０年度亀岡市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

（７）第 61 号議案 平成３０年度亀岡市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 
４ 事務事業評価 

（１）バス交通関連経費 
（２）商工業振興対策経費 
（３）観光推進経費 
 
５ 討論～分科会採決 

 

６ 委員長報告の確認 

 

７ その他 



バス交通関連経費

区　分 № 評価の視点 評価

必要性 1
市民ニーズを的確に把握しているか。
目的に照らして事業の必要性はどうか。

妥当性 2
公的関与の範囲は適切であり、市が行う
べき事業であるか。

効率性 3
事業の手法は適切で、効率的に行われて
いるか。

費用対効果 4 コストに比して費用対効果は高いか。

成　　果 5 十分成果があらわれているか。

★評価は○△×を記入

委員会
論点

評価

意見
改善点など

○現在の利用状況と少子高齢化社会に対応した、移動手段として、今後の維持・確保の考えは。
○デマンド型交通を含めた、持続可能な地域公共交通のあり方をどのように考えているのか。

　　１　拡充
　　２　現状維持
　　３　見直しの上継続
　　４　見直しの上縮小
　　５　休止・廃止・終了
　　６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

評価結果

事務事業評価表

評価対象事務事業名

評価理由




